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第 ２種感染症指定医療機関の市立函館病院
　

二
月
末
、
国
内
で
一
番
感
染
者
数
が
多
い
と
北
海
道
知
事
が
話
し

た
こ
と
を
境
に
国
内
観
光
客
は
一
気
に
激
減
、
外
国
人
観
光
客
も
波

が
引
い
た
よ
う
に
訪
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

繁
華
街
は
人
影
も
少
な
く
、
飲
食
店
等
も
同
様
で
、
経
営
は
一
気

に
落
ち
込
み
、
業
界
で
働
く
パ
ー
ト
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
方
々
は
自

宅
待
機
や
解
雇
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
関
連
の
産
業
は
売
り
上
げ
が
七
～
八
割
減
と
な
り
、

外
出
自
粛
の
影
響
で
商
業
関
係
も
営
業
短
縮
や
休
業
に
追
い
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
、
民
主
・

道
民
連
合
は
、
感
染
者
が
拡
大
し
始
め
た
二
月
一
八
日
に
感
染
症
の

拡
大
抑
制
な
ど
を
、
経
済
影
響
が
大
き
く
な
り
始
め
た
三
月
一
〇
日

に
は
医
療
・
福
祉
体
制
の
充
実
と
具
体
的
な
経
済
雇
用
対
策
に
つ
い

て
、
二
度
に
わ
た
り
知
事
に
要
望
書
を
提
出
、
さ
ら
に
三
月
一
八
日

に
は
会
派
三
役
が
上
京
し
、
立
憲
民
主
党
枝
野
代
表
及
び
関
係
先
に

要
望
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
道
政
ニ
ュ
ー
ス
が
、
皆
さ
ん
の
手
元
に
届
く
頃
に
は
、
国
の
大

型
コ
ロ
ナ
対
策
補
正
予
算
が
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
は
思

い
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
休
業
や
売
り
上
げ
激
減
な
ど
で
商
売
を
維
持

す
る
の
が
困
難
な
商
店
や
企
業
へ
の
融
資
緩
和
や
返
済
期
間
の
延
長
、

そ
し
て
時
短
や
予
期
せ
ぬ
解
雇
な
ど
が
生
活
を
直
撃
し
て
い
る
労
働

者
の
方
々
の
生
活
補
償
や
給
付
を
早
い
段
階
で
行
い
、
底
を
つ
い
て

い
る
医
療
関
係
物
資
の
供
給
と
医
療
関
係
者
の
確
保
、
感
染
が
落
ち

着
い
て
き
た
段
階
で
は
経
済
活
動
へ
の
刺
激
策
な
ど
を
間
髪
入
れ
ず

に
行
い
、
国
民
の
生
活
の
維
持
と
健
康
の
維
持
を
一
日
も
早
く
導
く

た
め
の
補
正
予
算
に
し
て
も
ら
う
よ
う
私
も
努
力
い
た
し
ま
す
。

北
海
道
議
会
副
議
長
　

高
　
橋
　
　
　
亨
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
を

知
事
及
び
国
に
要
請
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
を

知
事
及
び
国
に
要
請
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今
回
の
本
会
議
で
は
、
冒
頭

先
議
の
他
に
二
〇
一
九
年
度
最

終
補
正
予
算
と
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
関
連
補
正
予
算
案
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

通
常
の
定
例
会
と
違
い
、
年

度
最
後
と
な
る
第
一
回
定
例
会

で
は
、
予
算
の
最
終
係
数
整
理

の
た
め
の
最
終
補
正
が
行
わ
れ

帳
尻
を
合
わ
せ
ま
す
が
、
今
回

の
定
例
会
で
は
、
閉
会
日
に
も

う
一
度
補
正
予
算
案
の
提
案
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
に
つ
い
て
国
会
で
質
疑
が

行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
政
府

が
第
一
弾
と
し
て
約
二
五
三
億

円
の
補
正
を
行
い
ま
し
た
が
、

わ
ず
か
ば
か
り
の
補
正
だ
っ
た

た
め
に
少
額
す
ぎ
る
と
批
判
を

受
け
、
予
備
費
で
あ
る
約
二
、

七
〇
〇
億
円
を
含
む
約
四
、

三
〇
〇
億
円
を
第
二
弾
と
し
た

⑵
　

第
一
回
定
例
道
議
会
は
二
月

二
七
日
に
開
会
し
、
二
〇
二
〇

年
度
一
般
会
計
予
算
案
、「
ウ

ポ
ポ
イ
開
設
を
契
機
と
す
る
共

生
社
会
の
実
現
に
関
す
る
決

議
」
な
ど
を
可
決
、
三
月
二
五

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

中
国
湖
北
省
武
漢
で
発
生
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
わ
り
、
中
国
寄
港
後
に

横
浜
港
に
着
岸
し
た
「
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
」
の

乗
客
に
も
感
染
者
が
い
る
こ
と

が
判
り
、
国
内
で
も
帰
国
者
か

ら
感
染
者
が
出
る
他
、
北
海
道

で
も
感
染
者
が
発
見
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
二
月
二
〇
日
に
行

わ
れ
た
議
会
運
営
委
員
会
に
お

い
て
、
多
人
数
が
集
ま
る
議
会

で
の
集
団
感
染
リ
ス
ク
を
可
能

な
限
り
軽
減
す
る
こ
と
、
併
せ

て
行
政
と
し
て
の
対
応
を
速
や

か
に
行
う
た
め
の
措
置
と
し

て
、
本
会
議
は
一
般
質
問
を
取

り
止
め
代
表
質
問
だ
け
と
し
、

予
算
特
別
委
員
会
は
当
初
の
三

分
科
会
を
二
分
科
会
に
変
更
し

て
予
算
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

民
主
・
道
民
連
合
の
代
表
質

問
で
は
、
鈴
木
新
知
事
に
よ
る

本
格
的
な
予
算
案
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、
キ

タ
デ
ミ
ー
賞
問
題
及
び
用
地
取

得
業
務
に
お
け
る
公
金
の
不
適

切
な
事
務
処
理
な
ど
、
前
・
高

橋
は
る
み
知
事
時
代
の
不
正
事

件
、
行
財
政
運
営
、
Ｉ
Ｒ
カ
ジ

ノ
誘
致
問
題
、
幌
延
深
地
層
研

究
セ
ン
タ
ー
計
画
延
長
、
Ｊ
Ｒ

北
海
道
路
線
維
持
問
題
、
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
、
人
権
問

題
、
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
と
し
た

今
後
１０
年
間
の
「
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」、
新
た
な
公
約
等
に
つ
い

て
、
知
事
の
見
解
を
質
し
ま
し

た
。

同
じ
く
「
中
小
企
業
総
合
振
興

資
金
貸
付
金
」
を
約
二
四
七
億

円
計
上
し
ま
し
た
。
一
二
日
前

に
最
終
減
額
補
正
を
し
た
事
業

を
、
今
度
は
増
額
補
正
す
る
と

い
う
、
ま
っ
た
く
矛
盾
す
る
補

正
を
組
ん
だ
の
で
す
。

　

制
度
の
拡
充
が
あ
っ
た
に
せ

よ
、
こ
ん
な
補
正
で
は
年
度
末

ま
で
限
ら
れ
た
時
間
の
中
、
説

明
資
料
な
ど
を
用
意
す
る
道
職

員
も
大
変
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

夕
張
市
長
時
代
は
八
人
の
議

員
に
理
解
を
し
て
も
ら
え
ば
済

む
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
道

議
会
は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。

今
回
の
貸
付
金
の
補
正
額
だ
け

で
も
夕
張
市
の
一
般
会
計
二
年

分
に
相
当
し
ま
す
。

　

今
ま
で
と
違
う
緊
張
感
を
持

ち
、
慎
重
な
議
会
対
応
を
し
て

欲
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
道
が
受
け

て
最
終
補
正
後
の
補
正
と
い
う

お
か
し
な
提
案
と
な
り
ま
し
た
。

　

併
せ
て
こ
の
補
正
は
、
年
度

内
と
新
年
度
に
分
け
て
の
提
案

と
な
り
、
新
年
度
分
は
繰
越
明

許
と
い
う
変
則
の
提
案
で
す
。

最
も
不
可
解
な
の
は
、
三
月

一
三
日
の
最
終
補
正
の
主
要
部

分
で
あ
る
「
中
小
企
業
総
合
振

興
資
金
貸
付
金
」
は
、
計
画
よ

り
借
り
手
が
大
き
く
下
回
っ
た

と
し
て
一
八
二
億
円
の
減
額
補

正
を
行
い
ま
し
た
が
、
二
五
日

の
コ
ロ
ナ
補
正
で
は
、
年
度
内

に
成
立
が
必
要
な
事
業
と
し
て

　

前
・
高
橋
は
る
み
知
事
時
代

の
問
題
で
す
が
、
前
知
事
と
東

映
の
社
長
が
ト
ッ
プ
会
談
で
決

定
し
た
「
北
海
道
命
名
一
五
〇

周
年
記
念
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン

ト
」
で
、
当
初
予
算
で
企
画
を

進
め
ま
し
た
が
、
委
託
し
て
い

た
会
社
が
イ
ベ
ン
ト
実
施
間
際

不
可
解
な
補
正
予
算
案
提
案

キ
タ
デ
ミ
ー
賞
問
題

第
一
回
定
例
道
議
会
報
告

第 １回定例道議会本会議（ ３／１２）

　

冒
頭
、
国
の
経
済
対
策
を
受

け
た
約
一
、五
六
〇
億
円
の
補

正
予
算
を
先
議
、
急
が
れ
る
豪

雨
被
害
を
踏
ま
え
た
治
水
対

策
、
貿
易
交
渉
の
影
響
を
最
小

限
に
す
る
た
め
の
農
林
水
産
業

対
策
に
対
し
て
、
生
産
者
に
効

果
的
な
執
行
を
求
め
ま
し
た
。
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に
な
っ
て
膨
大
な
事
業
費
を
要

求
、
担
当
者
は
知
事
に
よ
る

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
事
業
を
縮
小

す
る
訳
に
い
か
ず
契
約
書
を
交

わ
さ
な
い
ま
ま
事
業
を
実
施
、

自
ら
何
と
か
し
よ
う
と
し
虚
偽

の
文
書
を
策
定
し
、
二
か
月
後

に
担
当
部
長
に
相
談
す
る
も
、

部
長
の
手
元
で
も
対
処
で
き
ず
、

知
事
に
報
告
し
た
の
は
さ
ら
に

二
か
月
後
と
な
り
、
そ
の
時
に

は
企
画
会
社
か
ら
札
幌
簡
裁
に

調
停
を
申
し
立
て
ら
れ
、
追
加

調
停
額
約
二
、八
〇
〇
万
円
を

支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
前
知
事
は
議
会

に
も
報
告
せ
ず
、
鈴
木
知
事
に

な
っ
て
か
ら
発
覚
、
知
事
は
道

庁
内
に
調
査
委
員
会
を
発
足
さ

せ
ま
し
た
が
、
委
員
は
道
庁
幹

部
だ
け
で
あ
り
、
森
友
学
園
問

題
さ
な
が
ら
身
内
だ
け
の
調
査

と
な
り
ま
し
た
。

　

民
主
・
道
民
連
合
は
、
前
知

事
（
現
高
橋
は
る
み
参
議
院
議

員
）、
当
時
の
副
知
事
や
部
長

職
等
を
参
考
人
招
致
す
べ
き
と

主
張
し
ま
し
た
が
、
現
知
事
は

受
け
入
れ
ず
、
議
会
に
提
出
さ

れ
た
最
終
報
告
書
に
お
い
て

も
、「
な
ぜ
事
前
に
契
約
書
を

交
わ
さ
な
か
っ
た
の
か
、
な
ぜ

上
司
へ
の
相
談
が
な
か
っ
た
の

か
、
虚
偽
の
文
書
を
作
成
す
る

に
至
っ
た
経
緯
」
な
ど
は
説
明

さ
れ
ず
、
再
発
防
止
策
だ
け
が

強
調
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
取
り
も
直
さ
ず
前

知
事
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
決
め

た
事
業
に
対
し
て
、
部
下
の
誰

も
が
諫
め
る
こ
と
が
出
来
ず
、

結
果
、
事
業
の
失
敗
は
許
さ
れ

ず
に
事
業
費
に
関
わ
る
契
約
の

折
り
合
い
が
つ
か
な
い
ま
ま
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
結
果
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
多
額
の
調
停

金
を
支
払
い
道
民
を
裏
切
る
行

為
を
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

華
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
の
中
心

で
、
多
く
の
芸
能
人
に
囲
ま
れ

満
足
げ
な
高
橋
前
知
事
。

　

そ
の
た
め
だ
け
に
、
事
業
委

託
費
九
〇
〇
万
円
と
調
停
金

二
、八
〇
〇
万
円
の
併
せ
て
三
、

七
〇
〇
万
円
が
消
え
、
そ
の
責

任
も
果
た
さ
ず
に
参
議
院
議
員

へ
転
出
、
鈴
木
知
事
は
、
そ
の

高
橋
前
知
事
を
庇
う
か
の
よ
う

に
幕
引
き
を
し
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。

　

道
内
で
は
、
一
月
二
八
日
に

旭
川
で
中
国
人
観
光
客
が
初
め

て
発
症
、
そ
れ
を
受
け
道
庁
に

お
い
て
も
知
事
を
ト
ッ
プ
と
す

る
対
策
本
部
会
議
を
設
置
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
二
月
一
九
日
に
七

飯
町
で
も
感
染
を
確
認
し
ま
し

た
が
、
そ
の
時
知
事
は
、
自
身

の
選
挙
公
約
で
あ
る
「
な
お
み

ち
・
カ
フ
ェ
」
と
「
ス
ク
ラ
ム
・

ト
ー
ク
」
に
出
席
す
る
た
め
に

渡
島
地
方
の
自
治
体
巡
り
を
し

て
お
り
、
感
染
者
が
出
た
と
い

う
報
告
を
受
け
急
遽
札
幌
へ
。

　

そ
の
後
も
北
見
市
な
ど
道
内

で
感
染
者
が
広
が
っ
た
こ
と
か

ら
、
二
月
二
八
日
か
ら
三
月

一
九
日
ま
で
と
し
て
、
法
的
裏

付
け
も
無
い
ま
ま
「
緊
急
事
態

宣
言
」
を
全
道
に
発
し
外
出
の

自
粛
と
全
道
小
中
学
校
の
一
斉

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

休
校
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

全
国
に
先
駆
け
て
行
っ
た
こ

れ
ら
の
対
処
は
、
全
国
に
衝
撃

を
与
え
、
そ
の
決
断
力
に
賞
賛

の
声
も
上
が
り
ま
し
た
が
、
そ

の
こ
と
で
生
じ
る
様
々
な
善
後

策
は
ま
っ
た
く
無
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
休
校
に
な
っ
た
子
供
た

ち
の
た
め
に
保
護
者
が
仕
事
を

休
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
、
ま
た
、
居
場
所
の
無
い
子

供
た
ち
の
対
処
も
自
己
責
任
と

な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
後
、
同

じ
よ
う
に
国
民
に
要
請
を
し
た

安
倍
総
理
も
多
く
の
課
題
を
抱

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

道
内
で
感
染
者
が
抑
え
ら
れ

て
き
た
三
月
一
八
日
に
は
「
感

染
者
の
増
加
が
抑
え
ら
れ
、
平

準
化
し
て
き
た
こ
と
や
医
療
体

制
の
崩
壊
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

た
こ
と
か
ら
、
感
染
防
止
を
し

な
が
ら
、
社
会
経
済
活
動
を
行

う
「〝
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
〟
へ

移
行
す
る
」
と
緊
急
事
態
宣
言

を
終
了
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま

し
た
。
自
ら
具
体
の
経
済
対
策

を
取
る
こ
と
な
く
国
に
丸
投
げ

を
し
て
い
る
こ
と
は
皆
さ
ん
ご

存
じ
の
通
り
で
す
。

　

道
新
で
は
「
知
事
は
、
会
員

制
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
な

ど
で
『
英
断
』
と
持
ち
上
げ
ら

れ
、
与
党
道
議
に
『
菅
官
房
長

官
と
相
談
し
て
決
め
た
。
前
例

の
な
い
こ
と
を
や
る
』
と
高
揚

し
た
様
子
で
話
し
た
と
い
う
。

独
善
的
な
判
断
は
危
い
。
リ
ー

ダ
ー
は
思
慮
深
さ
も
求
め
ら
れ

る
」
と
批
評
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
ら
は
何
も
せ
ず
、
国
と
歩

調
を
合
わ
せ
る
だ
け
の
前
知
事

と
、
超
法
規
的
措
置
を
思
慮
な

く
い
と
も
簡
単
に
判
断
し
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
重
視
す
る
現

知
事
。
果
た
し
て
道
民
は
ト
ッ

プ
リ
ー
ダ
ー
に
恵
ま
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

普段は多くの観光客で賑わうＢＡＹエリアも
人通りがなくなっている。（ ４／ １）　　　　



―――　道政ニュース　――― ⑷

令和二年第一回道議会定例会提出決議及び意見書
・決議
・ウポポイ開設を契機とする共生社会の実現に関する決議
・意見書
・新型コロナウイルス感染症対策の充実を求める意見書
・中高年のひきこもりに対する実効性ある支援と対策を求める意見書
・地球温暖化対策の推進を求める意見書

高橋とおるホームページ

　私、高橋とおるが活動の
中で感じる国政や道政等に
関する想いを随時掲載して
います。是非ご覧下さい。

http://www.t-tooru.com/

写真で見る主な活動 ※詳しい活動報告はホームページに掲載しています。

函館水産市場２0２0年初競り
　　　　　　　　（ １／ ５）

民間による運営が開始された函館空港でのテープカット（ １／１８）

「GIGAスクール構想」についての勉強会（ ３／１３）

道議会事務局幹部への年頭のあいさつ
　　　　　　　　　　　　　（ １／ ７）

北海道・東北六県議会議員研究交流大会に
おいて縄文文化の世界遺産登録に向けた取
り組み等を報告　　　　　（ １／２４　福島県）

北海道農業協同組合中央会飛田会長
からの要請　　　　　　　（ １／ ７）

浜名湖から天竜川まで１７㎞を高さ１３ｍ～１４ｍの津波防潮堤が
５年間で建設される浜松市を視察　　　　　　　　（ １／２８）


